
 

 

 

 

概念・定義  
 

 仙骨の先端より発生する奇形腫で、臀部より外方へ突出または骨盤腔

内・腹腔内へ進展する。充実性から嚢胞性のものまで様々な形態をとる。  

 

症状  
 

 臀部から外方または骨盤腔内へ進展する腫瘤を認める。腫瘤により尿

管・膀胱、直腸が圧排され尿閉や便秘を来したり、下肢の運動障害を来

すことがある。胎児期に発見された症例においては、血流が豊富な充実

性腫瘤である場合、高拍出性心不全から胎児水腫となり、子宮内胎児死

亡をひきおこしたり、緊急帝王切開により早期の娩出が必要となること

がある。また、悪性奇形腫の場合は排便・排尿障害のほかに、鼠径リン

パ節腫大や脊柱管内進展や多臓器への転移を認めることもある。  
 

治療 
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 成熟奇形腫や未熟奇形腫においては、外科的切除が行われる。この際、

尾骨も含めて腫瘍を切除する必要がある。Altman I 型の症例では臀部か

らのアプローチで切除を行う症例が多いが、腹腔内成分の大きな症例に

おいては開腹手術も併用する。また、充実性の巨大な腫瘤においては出

血のリスクが高く、まず栄養血管である正中仙骨動脈を結紮することが

有用である。卵黄嚢腫瘍においては BEP療法などの化学療法を先行させ、

2期的に外科的切除を行うこともある。  
 
抜粋元：http://www.shouman.jp/details/11_2_3.html 

 


